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美とキレイでニコッと笑顔になるストーリーをともに創る 

ニュースレター すりーぴーす 

「ニュースレター すりーぴーす」は3つのサロンのpiece（かけら）の意味と、三方良し（買い手よ

し、売り手よし、世間よし）、天地人など三方向のpeace（平和）の意味を込めた名前です。 
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アイサロン ARIA〔アリア〕  アイブライトアーティスト 神保育美（じんぼいくみ） 

営業時間 9:30～16:30  定休日 毎週日曜 他不定休 

tel 050-3605-9130   mail aria@nikory.jp   URL https://aria.nikory.jp 



ヘアサロン meika〔メイカ〕  トータルビューティーアドバイザー 夏目直子（なつめなおこ） 

営業時間 9:00～18:00   定休日 毎週火曜、第1・3日曜、第2・4月曜 

tel 050-3139-1671  mail meika@nikory.jp  URL https://meika.nikory.jp 

先月の事ですが、主人の父が行きたがっていた念願の四国徳島県にある大塚美術館と鳴門市にある鳴

門の渦潮を見に行ってきました。 

鳴門の渦潮を見るのは２回目ですが、前回は淡路島側で船に乗って見ました。 

今回は徳島側からの眺めで、鳴門海峡に架かる「大鳴門橋」高架下、渦の道は全長450mの海上遊歩

道。足元から渦潮を見る事が出来ました。４月１５日～4日間だけ、海水の流れが速くなる大潮の日に当

たっていて、海賊船や船の往来とともに渦潮も迫力満点。そして、近隣の大塚美術館へ行き絵画を堪能し

ました。館内はかなり広く、ゆっくり見てまわると4時間位はかかりそうです。 数多くの絵画で埋め尽くされ

ていて、壁画も大きく神秘的。 

実際に触っても大丈夫と言う事で、ザラザラした質感を手で感じながら歩きました。写真を沢山収めました

ので何枚か載せます。 

 

今年のゴールデンウィーク主人と娘、そして上の孫が大好きなお祭りへ参加している間に、 

私と下の孫は2人で1日だけ何処かへ出かける予定をたてていたので、少しだけ遊びに行ってきました。 

 

 

※お知らせ  

オープン当初からご愛用頂いている、店販サイズのシャンプーと、トリートメントがもう少しで終了となりま

す。 

皆さまから凄く良いと好評でしたが在庫がなくなり次第終了となります。 

新たに代わりになる商品を仕入れますのでしばらくの間お待ちください。 



ヘアカウンセリングサロン UPA〔ウパ〕  美髪カウンセラー 夏目和彰（なつめかずあき） 

営業時間 9:00～18:00   定休日 毎週月曜火曜 

tel 050-3201-4011   mail upa@nikory.jp   URL https://upa.nikory.jp 

美容技術で解決？ 

パーマ、ヘアカラー、縮毛矯正、カット。これらは「美容技術」と呼ばれ、形式的な美しさをつくるものです。 

真っ直ぐな髪をウェーブに。白髪をブラウンに。目に見えて変化が出ることが最大の長所です。 

一方で、気になる側面もあります。 

● 髪に少なからず負担を与える 

● 施術直後が最も状態がよく、時間とともに効果は薄れる 

● 正解がひとつではなく、悩みやすい 

では、本当に求めているものは何か。それは技術そのものではなく、 

◎ 朝のセットが楽になる 

◎ 人に会うときに自信が持てる 

◎ 鏡を見るのが少し楽しみになる 

といった日常の変化ではないでしょうか。 

だからこそ大切なのは、「本質的な美しさ」 

技術の前に「髪そのものの状態」です。 

髪質がととのっていてこそ、仕上がりも持続も変わる。 

私が髪質の美しさを大切にしている理由です。 

【ご報告】私のブースをご利用いただいているお客様にはお話しした方もいますが、4月15日、無事に四国

への日帰り旅行に行ってきました。 

「え？日帰りで四国？」と思った方、正解です（笑） 

きっかけは、父の「渦潮を見てみたい」という一言。 

ただ父は人工透析を受けており、宿泊は難しい状況です。さらに今年1月には心筋梗塞で救急搬送され、

一時は危険な状態にもなり2ヶ月入院していました。 

それでも今、一緒に出かけられることがありがたく、少し無理をしてでも連れて行こうと決めました。行けな

かった後悔をしたくなかったこと、そして何より本人にその気持ちがあったから

です。当日は、父・母・私・妻・息子・妹・姪の7人で出発。 

朝6時17分小田原発の新幹線で新神戸へ向かい、レンタカーで四国へ。淡路

島を通過し、10時に徳島県鳴門市に到着しました。この日は春の大潮で、干

潮の10時40分が見頃。陸から渦潮を眺めたあと、大鳴門橋の遊歩道「渦の

道」から真上で迫力ある景色を見ることができました。 

その後、大塚国際美術館にも立ち寄り、昼食の時間もないほどの弾丸スケ

ジュールで新神戸へ戻り、無事に日帰り旅を終えました。慌ただしい一日でし

たが、父がとても喜んでくれて、行って本当に良かったと感じています。 

大塚国際美術館内の 

スクロヴェーニ礼拝堂  


